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電子黒 板に　で きるこ と　 で きない こ と
上野　貴子＊1

1 ，はじめに

　日本 の 学校教育の 長 い 歴史の 中で、黒板にチ ョ

ーク とい う授業形態はずっ と変わ りませんで した 。

現在で もその授業形態が 日本の 主流で ある こ とは

間違い ありませ ん。現在私は ア クテ ィ ブボー ドと

い う電子黒板を使用し 、 授業を行 っ て い ま す 。 そ

の結果、生徒に対 して視覚的に訴えた り、授業の

流れがス ムーズになっ たりなどの利点があっ た も

の の 、従来の 黒板による授業 との違い に戸惑 う生

徒が多い ことも事実です 。 そ こ で、自らの経験か

ら電 了
・
黒板の 利点 と欠点につ い て考察 して い くこ

とに し ま した。

2 ． 『地理 の授業を行う立場 の長年 の 悩み』

現在、東洋英和女学院中高部 で は社会科 の 地理 の

授業で ア ク テ ィ ブボ
ー

ドとい う電子 黒板を使用 し、

授業を行っ て い ます。地理 の授業は、女子生徒に

とっ て苦手意識 の 強い 科 目です、そ の 苦手意識の

強 い 地理を何 とか 、自分たち の 生 活 に身近なもの

として 、 興味 をもっ て もらうには ど うした らよい

か、ず っ と悩み続ける 日々 で した 。

　地理 の授業で は、日本だけで なく、世界の 自然

地形、農業、工 業を学びます。しか し、授業の 内

容にお い て教科書や資料集に載 っ て い る写真や資

料だけで は物足 りない 部分が多くあ りま した 。 世

界の 国々 の ス ケ
ー

ル の 大きさやあらゆる産業に お

ける私たち 日本人の想像を絶する よ うな手法な ど

は、教師が授業中に言葉だけで説明するに は不十

分で、そ の 冏題 点をどの よ うに解消し て い くか が

大 きな課題 で した 。

　また、地理 で は必ず地図を描きますが、教師が

黒板に手書きした地図を生徒が ノー トに写すと、

実際の 形ではない 地図が生徒の ノー トに描かれる

こ とも多く、都市などの 正確な位置を判断するこ

とが難しい 点 もあ りま した 。

3 ，　 『視聴覚教材の利用』

　最初は、書画 カ メラやビデオ などを使用 し画像

や映像を見せた りする工夫を行 い ま したが、ポイ

ン トポイ ン トで 見せ て い くと授業が細切れになっ

た り、まとめ て見せる と授業内容で押さえた い 瞬

間 と時間的な差が生まれた り …　　 と生徒の 集中

力を切らない よう授業 の 流れ を止 めない で うま く

授業の 中に取 り入 れ て い くとい う点で なかなか満

足 い く方法が見 つ か りませ ん で した。

4 ． 『視覚的に訴える授業を ！しか も、授業をス

ムーズ に流れさせ なが ら ！』

初め て ア ク テ ィ ブボー ドの 講習会を受けた時に

「こ れだ ！」 と思い 、自分自身の 中で とて も興奮

しま した 。

　ア クテ ィ ブボードは、書画カメラの ようにただ 、

教材
．
を大きく映し出すだけで なく、そ の 画面に書

き込み をする こ とがで きます。今まで は、資料集

の 小 さな写真や資料を指 さしなが ら 「こ こ がね」

と話し を して い た の が、それ らを大きく映 し出す

だけ で なく、そ こ に書き込 む こ とに よっ て 、補足

説明をす る こ とが以前よりも効果的に できる よ う

にな りま した 。

　また、今まで は低学年にな るほど、クラス 全員

が地図帳の場所を確認するの に とて も時間がかか

りま したが、ア クテ ィブボ
ー

ドに地図帳の 画面を

映 し、位置 に印をつ ける こ とに よ っ て 、以前 よ り

もス ムーズに位置の 確認 が で きる よ うに な り、授

業の 進度が速 くな りま した 。

　 さらに、動画に関して もス イ ッ チ ひ とつ でア ク

テ ィ ブボードに映 し出せ る ため、授業の流れ を止

めない で授業ができるよ うにな りま した。

5，　『試練の 連続 ！』

　最初 の 試みとして 、 授業を無駄な く展開 して い

くため に、今まで板書 して い たもの をあらか じめ

用意し、ア クテ ィ ブボ
ー

ドに板書内容を映 し出 し、

そ こ に資料や地図などを組み込んでみま した。し

か し、実際にや っ て み ると、ク ラス 人数39人の 中

で板書する ス ピー
ドが遅い 生徒に とっ ては 「ノー

トを全部書く前に画面がかわ っ て しま う」 とい う

意見が多数出ました。

　また、教室の後ろ の座席に座 っ て い る 生徒や窓

側 の 生徒からは 「光が反 射して字が見えにくい 」

な どとい う意見もあ り、　 「今まで の黒板の授業に

戻 して ほ しい 1」 と訴えて くる生徒も多く、従来

の 黒板の み の 授業に慣れ て きた生徒にとっ て は簡

単に受け付けて もらえませんで した。

6 ． 『そ の 解決策 と して …　　 』
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【工夫そ の 1】

　板書の ス ピー ドが生徒に よ っ て違 うと い う問題

点を解消するために、ア クテ ィ ブボー
ドの 画面を

「ス クロ ー
ル 刈 に設定 し、 時聞差で 少 しずっ 画

面が変わ っ て い く方式 に変更 して み ま した。

＜＜従来の 黒板の 場合》

まず左 半分に板書し、次に右半分に板書 し、そ の

後、左 半分 の 板書を消 して新 しく板善して い くた

め
、 板書を写すス ピー

ドが遅い 生徒で も、教師 の

板書説 明とタイ ム ラグはあるもの の 時間が か か っ

て もノ
ー

トを写すこ とが可能で した。

＜＜ア ク テ ィ ブボー
ドの ス ク ロ

ー
ル 式の 場合》

一
挙 に画面を次に切 り換えるの で はな く、最初に

上半分 の 画面を映 し出 し、ス ク ロ ー
ル して徐々 に

下を映 し出してい くとい う方式に しま した 。

｛［：夫そ の 2 】

最初はアクテ ィ ブボー
ドの 白い 画面に黒 い 文字で

ホ ワ イ トボ
ー

ドに書く感 じで書い て い た の ですが、

ア クテ ィブボ
ー

ドの 画面を生徒が今ま で慣れて き

た 従来 の 黒板の 色に変更 し
、 そ の 画面に白い 文字

で 書くとい う形に変更 して み ました 。

7 ． 『現在 の 取 り組み と して』

生徒の視点に立 っ て 、生徒に とっ て 「50分間授業

に集中できる」授業 とはなに か を毎日試行錯誤 し

なが ら取 り組 ん で い ます。

　今年度は 、 生徒が長年慣れ てきた従来の 1黒板」

を基本とした授業展開の 中で 、ア ク テ ィ ブボー
ド

を有効利用する方法を取っ て い ます。まず、中学

生 の授業で は資料や配布 したプ リン トをアクテ ィ

ブボー
ドに映 し出 し、生徒が 「目で 見 て 」 分か り

やすい 教材作 りを心がけて い ます。

また、高校生 で は、授業中に教師の 説 明 を聞くこ

とに集中させ る ため、大ま かな板書内容をア クテ

ィ ブ ボー ドに映 し出 し、授業の全体像を把握 させ

なが ら、従来の 「黒板」 と併用し、補足説 明を加

えて い くとい う授業を行 っ て い ます。そ の結果、
これ まで の 授業よ りも、よ り多くの 資料を使用 し

て い る に もか か わ らず、授業の 進度と して は以前

よりも早 くなっ た と思い ます。

し か し、現状に満足す るこ となく、生徒の 意見を

受け入れ なが ら 「生徒が理解しやす い 授業」 を行

うた め に、教科担当の 先生 と協力 して 目々 努力し

てお ります 。

8 ，　 『電子黒板の 輪は学内で は全 く広が らない 現

状』

　 私が電子黒板を使用 して授業をし始めて か ら 5

年の月 日が流れました。しか し、学校内では私以

外に電子黒板を使っ て授業を して い る先生方は残

念ながら
一

人 もい らっ し ゃ い ませ ん。

　 電 子 黒板 の 輪が広が らな い 理 由 は、  電子黒板

だ と従来の黒板の よ うに 自分 らしい 字が書けない 、

  太陽の 光が反射 して見に くい 生徒が必ず い る 、

  電子 黒板を使用 して授業をする と生徒達が 自分

だけの ノ
ー

ト作 りをす るカが養えな い 印象が強い 、

  日々 の 業務で忙 しく、電子黒板の ソ フ トを使い

こ なすた め に準備する時間が ない …　　 とい う電

了
．
黒板 に対す るマ イ ナ ス イ メ

ージ が強い こ とがあ

げられ ます 。

　 先生方の マ イナ ス イメ
ージを少 しでもなくすた

め、現在私はパ ワーポイ ン トで教材を作 り授業で

使用 し、他 の 先生に紹介す るこ とで 少 しで も電子

黒板で の 教材作りの 高い 敷居を少 しで も低 く しよ

うと心がけて い ます。それでも、各先生方か ら 「自

分の今まで の 授業ス タイル を考える とア クテ ィブ

ボー
ドを使 っ て の 授業 とい うの はち ょ っ と想像で

きない 」 などとい うお声をい ただきます。

　学校 の 授業とい うもの は、　 「生徒に興味関心を

持 っ て も ら う授業」 を行い 、生徒 自身が 探究心 を

養 う要素 となるべ きだ と私 は考えます 。

生徒はただ50分間教室に座 っ て授業を聞い て い る

とい う 「与えられ る授業」で はなく、 「与 えられ、

それを受け入れ、参加 で きる」授業を行い たい と

考え て い ます。私はその よ うな授業を実践するた

めに、創意工夫を行っ て い く過程で ア クテ ィ ブボ
ー

ドを使用 して い ます 。
ア クテ ィ ブ ボ

ー
ドは我々

教師とっ て 、．一・
つ の 厂ツ

ー
ル （道具〉」 で しか あ

りません 。 で す か ら、 同 じ教科で も 「地理 」 と 「歴

史」　「公民」 な ど科目が違えば、使用の方法も変

わ っ て きます し、教科が違えばなお さらです。

　今回私が伝えた い の は 「ア ク テ ィ ブボー
ドを使

っ て授業をしなければな らな い 」 と考え る の で は

なく 、 お
一
人お

一一
人の先生方が授業形態の 工 夫を

なさる中で 1こ こ が こ ん な風にできた ら良い の に

なあ 1 と思っ て い らっ しゃ る点が、ア クテ ィ ブボ

ー ドを使用する こ とによっ て新 しい 道が開け る か

もしれない とい うこ とで す 。 私 も実際にそ の よ う

な経緯で ア クテ ィブボ
ー

ドを授業に導入 して きま

した。今後 も努 力 して い く所存で す。
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